
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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六
月
二
十
九
日
、
参
議
院
本
会
議

で
、
労
働
時
間
規
制
の
適
用
除
外
と

な
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
の
創
設
を
含
む
働
き
方
改
革
関
連

法
が
可
決
成
立
し
た
。
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
の
改
悪
法
の
成
立
を
断
固
、

糾
弾
す
る
。

繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、

働
き
方
改
革
法
は
、
労
働
時
間
規
制

の
適
用
除
外
を
法
的
に
認
容
す
る
高

プ
ロ
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
上
回
る
水

準
で
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、

格
差
賃
金
を
固
定
化
し
企
業
を
訴
訟

リ
ス
ク
か
ら
解
放
す
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」、
そ
し
て
雇
用
さ
れ
な

い
働
き
方
の
普
及
促
進
な
ど
、
労
働

者
人
民
の
運
動
と
闘
い
の
歴
史
が
つ

く
り
あ
げ
て
き
た
労
働
法
規
制
を
解

体
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

二
十
八
日
の
参
院
厚
生
労
働
委
員
会

で
は
、
自
公
両
党
も
賛
成
し
て
四
七

項
目
も
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
自
体
が
審
議
の
不
十
分
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
附

帯
決
議
と
い
う
形
の
譲
歩
を
し
て
で

も
労
働
法
改
悪
を
ス
ム
ー
ズ
に
な
し

遂
げ
た
か
っ
た
政
府
・
独
占
の
執
念

を
見
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
に
意
気
消
沈
し
て
い
る
暇

は
な
い
。

同
法
の
二
〇
一
九
年
四
月
施
行
に
向

け
て
、
高
プ
ロ
の
対
象
業
務
や
年
収

要
件
等
を
具
体
的
に
定
め
る
た
め
の

労
働
政
策
審
議
会
が
直
ち
に
ス
タ
ー

ト
す
る
。
監
視
し
周
知
を
強
め
る
こ

と
が
必
要
だ
。

経
団
連
、
日
商
は
可
決
後
直
ち
に
、

裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務
拡
大
の
早

期
実
現
を
求
め
る
会
長
、
会
頭
コ
メ

ン
ト
を
出
し
た
。
奴
ら
は
攻
撃
の
手

を
緩
め
て
い
な
い
。

六
月
十
五
日
の
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
」（
い

わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
）
で
は
外
国
人

労
働
者
の
大
幅
な
受
け
入
れ
拡
大

が
、「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
八
」

で
は
解
雇
無
効
時
の
金
銭
救
済
制
度

（
解
雇
規
制
の
緩
和
）
が
は
っ
き
り

と
打
ち
出
さ
れ
た
。
労
政
審
基
本
政

策
部
会
は
六
月
末
の
報
告
で
、
雇
用

類
似
の
働
き
方
に
つ
い
て
保
護
の
必

要
性
の
有
無
か
ら
今
後
検
討
す
る
と

し
た
が
、
独
占
は
早
く
も
「
労
働
者

性
の
解
釈
拡
大
に
反
対
」
と
の
姿
勢

を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

政
府
・
独
占
の
攻
撃
は
系
統
的
で
組

織
的
だ
。
そ
し
て
、
き
わ
め
て
階
級

的
だ
。

引
き
続
く
労
働
法
制
改
悪
攻
撃
を
打

ち
破
り
、
天
皇
家
の
儀
式
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
を
梃
子
と
し
た
右
翼
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
勤
労
人
民
の
意
識

の
収
攬
や
、
進
行
す
る
壊
憲
攻
撃
を

阻
止
す
る
闘
い
は
、
労
働
運
動
の
階

級
的
再
建
・
再
生
の
闘
い
と
一
体
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
間
の
労
働
弁
護

団
等
の
努
力
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
超
え

た
共
同
行
動
を
さ
ら
に
広
げ
強
め
る

よ
う
力
を
尽
く
そ
う
。
そ
の
基
盤
と

な
る
、
職
場
に
お
け
る
労
働
組
合
の

規
制
力
の
再
建
と
、
労
働
者
が
団
結

し
て
資
本
に
対
峙
す
る
権
利
意
識
、

階
級
意
識
の
確
立
の
た
め
に
と
も
に

奮
闘
し
よ
う
。

�

【
吉
良　

寛
・
自
治
体
労
働
者
】

沖
縄
県
の
各
地
で
沖
縄
戦
の
犠
牲
者

を
悼
む
慰
霊
祭
が
営
ま
れ
た
六
月
二

十
三
日
の
「
慰
霊
の
日
」、
糸
満
市

摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
で
は
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
た
。

式
の
「
平
和
宣
言
」
で
翁
長
知
事

は
、
わ
た
し
た
ち
は
沖
縄
戦
の
「
悲

惨
な
体
験
か
ら
戦
争
の
愚
か
さ
、
命

の
尊
さ
と
い
う
教
訓
を
学
び
、
平
和

を
希
求
す
る
『
沖
縄
の
こ
こ
ろ
』
を

大
事
に
今
日
を
生
き
て
」
い
る
と

し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
後
七

三
年
た
っ
て
も
米
軍
専
用
施
設
が
沖

縄
に
集
中
し
、
県
民
が
基
地
か
ら
派

生
す
る
事
件
・
事
故
・
騒
音
等
に
苦
し

み
、悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
状
を
訴
え
た
。

ま
た
米
朝
首
脳
会
談
に
触
れ
、「
平

和
を
求
め
る
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ

っ
て
も
」
二
〇
年
以
上
前
に
合
意
し

た
辺
野
古
移
設
が
普
天
間
飛
行
場
問

題
の
唯
一
の
解
決
策
か
と
問
い
、

「『
辺
野
古
に
新
基
地
を
造
ら
せ
な

い
』
と
い
う
決
意
は
県
民
と
と
も
に

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
み
じ
ん
も
揺
ら

ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
明
言
し

た
。
現
地
で
は
、
八
月
十
一
日
に
辺

野
古
へ
の
土
砂
投
入
に
反
対
す
る
県

民
大
会
が
開
か
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
翁
長
知
事
の
「
宣
言
」

を
支
持
す
る
。
同
時
に
、「
で
き
る

こ
と
は
す
べ
て
行
な
う
」、「
沖
縄
の

基
地
負
担
軽
減
に
全
力
」
を
尽
く
す

と
言
い
つ
つ
、
実
は
辺
野
古
の
埋
め

立
て
、
新
基
地
建
設
を
強
弁
し
、
米

軍
基
地
の
危
険
性
を
放
置
す
る
欺
瞞

に
満
ち
た
首
相
安
倍
を
、
そ
し
て
沖

縄
の
人
び
と
の
願
い
を
踏
み
に
じ

り
、
基
地
を
押
し
付
け
る
人
権
蹂
躙

の
戦
争
屋
た
ち
、
政
府
与
党
・
安
倍

政
権
を
断
固
、
糾
弾
す
る
。

基
地
そ
の
も
の
の
危
険
に
増
し
て
、

米
日
本
政
府
の
米
軍
優
先
の
基
地
の

運
用
や
、
情
報
隠
蔽
が
よ
り
い
っ
そ

う
の
危
険
を
招
い
て
い
る
。

Ｆ
22
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の
暫
定
配
備

と
緊
急
着
陸
、
早
朝
飛
行
、
騒
音
激

化
。
米
空
軍
オ
ス
プ
レ
イ
Ｃ
Ｖ
22
の

嘉
手
納
基
地
へ
の
自
治
体
へ
の
通
告

も
な
き
初
飛
来
。
嘉
手
納
基
地
所
属

の
Ｆ
15
戦
闘
機
の
沖
縄
本
島
南
沖
へ

の
墜
落
、
原
因
究
明
な
し
で
の
二
日

後
の
同
型
機
飛
行
再
開
。
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
実
弾
射
撃
訓
練
施

設
か
ら
と
み
ら
れ
る
流
弾
の
、
民
間

地
へ
の
着
弾
（
海
兵
隊
は
認
め
て
い

な
い
）。

半
年
前
に
は
保
育
園
と
小
学
校
へ
の

普
天
間
基
地
所
属
の
大
型
輸
送
ヘ
リ

に
よ
る
部
品
、
窓
枠
落
下
事
故
が
起

き
た
が
、
い
ま
も
ヘ
リ
や
オ
ス
プ
レ

イ
が
上
空
を
飛
び
交
い
、
米
軍
機
接

近
の
た
び
子
ど
も
た
ち
が
避
難
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
、
中
国
・
朝
鮮
の
「
脅

威
」
を
煽
っ
て
「
平
和
」
や
「
防
衛
」

の
名
の
下
に
日
米
一
体
で
軍
事
強
化

す
る
の
を
や
め
よ
。
米
軍
基
地
を
撤

退
さ
せ
、
自
衛
隊
を
縮
小
、
軍
隊
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
真
の
平

和
に
向
か
う
道
だ
。【
日
向
よ
う
子
】

辺
野
古
埋
立
て
を
断
固
阻
止
し
よ
う
！

恒
久
平
和
を
希
求
す
る
沖
縄

働
き
方
改
革
関
連
法
の
成
立
強
行
を
糾
弾
す
る

労
働
運
動
の
階
級
的
再
建・再
生
を

島袋文子さん。「昔は、月明かりしかないから光っているのは、水ということを私はわかっていた。水だから自分も飲んだ。この水を山のツワブキの葉っぱに汲んで母と弟に飲ませた。一夜過ごし
て、飛行機が飛んで来ないうちに少しでも糸満に近いところまで歩こうねーと、そこから出てきて昨日飲んだ水の処にもう一回、飲ませてあげようと振り向いてみたら死体が浮いている。その血
の泥水を私も母も弟も、三人は飲んでいたのだ。それは、死ぬまで母と弟に言えなかった。食べる物はない。飲み水もない。私みたいに、人間の腐った血の泥水を飲んだのは、いないと思うのよ。
だからこそゲート前に座り込むのよ。」
ゲート前で辺野古のおばー・島袋文子さんが、警察官や防衛局に必死の抗議。（2014年７月・辺野古） （『おきなわ　辺野古　怒り・抵抗・希望』豊里友行写真集より、関連記事８面）

︿
政
治
﹀　鎌
倉
孝
夫
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纐
纈
厚
・
浅
井
基
文   

２
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︿
政
治
﹀
袴
田
事
件
不
当
決
定
（
山
口
正
紀
）  

 

４
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︿
政
治
﹀ 

こ
こ
が
問
題
「
天
皇
代
替
り
」  

⑤ 
 

５
面

︿
国
際
﹀
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
破
壊
活
動
（
三
田
博
）�

 

６
面

︿
国
際
﹀
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
村
上
理
恵
子
）  

７
面

おもな内容

大
阪
北
部
地
震
の
被
災
者
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す


